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「ブルー」が静岡を変える？

広がるブルーエコノミーの取組と最先端のマリンバイオテック
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〇ゲノム科学とは何？

〇ゲノム科学にできること

〇ゲノム科学を海洋産業へ
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Blue Tech ＝ Blue Economy を実現する産業技術

Blue Economy ＝ 持続可能性を踏まえた海洋経済

背景︓注⽬を集める「Blue Economy」と「Blue Tech」

「海洋産業の振興」と「海洋環境の保全」の両⽴が国際的課題

①Ocean and Water Industries ②Science- Based ③Sustainable

持続可能な開発が求められる「海洋」

国連海洋科学の10年
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【参考】 SDGｓ１４：海の豊かさを守ろう
14: 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利⽤する

[達成基準項⽬]
•14.1 2025年までに、陸上活動による海洋堆積物や富栄養化をはじめ、あらゆる種類の海洋汚染を防⽌し、⼤幅
に減少させる。
•14.2 2020年までに、海洋および沿岸の⽣態系の強靭性強化や回復取り組みなどを通じた持続的な管理と保護を
⾏い、⼤きな悪影響を回避し、健全で⽣産的な海洋を実現する。
•14.3 あらゆるレベルで科学的協⼒の促進などを通じて、海洋酸性化の影響に対処し最⼩限化する。
•14.4 2020年までに、漁獲を効果的に規制して、乱獲や違法・無報告・無規制 (IUU)漁業および破壊的な漁業慣
⾏を撤廃し、科学的情報に基づいた管理計画を実施することにより、実現可能な最短期間で⽔産資源を、少なく
とも各資源の⽣物学的特性によって定められる持続的⽣産量のレベルまで回復させる。
•14.5 2020年までに、国内法および国際法に則り、⼊⼿可能な最適な科学的情報に基づいて、沿岸・海洋エリア
の最低10%を保全する。
•14.6 2020年までに、開発途上国および後発開発途上国に対する適切かつ効果的な、差異のある特別な待遇が
WTO漁業補助⾦交渉＊の不可分の要素であるべきことを認識したうえで、過剰⽣産や乱獲につながる漁業補助⾦
を禁⽌し、IUUにつながる補助⾦を撤廃し、同様の新たな補助⾦の導⼊を抑制する。
•14.7 2030年までに、漁業、⽔産養殖、および観光の持続可能な管理などを通じた、⼩島嶼開発途上国および後
発開発途上国の海洋資源の持続的な利⽤による経済的利益を増加させる。

•14.a 海洋技術の移転に関するユネスコ政府間海洋学委員会の基準・ガイドラインを勘案し、科学的知識の増進
、研究能⼒の開発、および海洋技術の移転を⾏い、開発途上国、特に⼩島嶼開発途上国および後発開発途上国の
海洋の健全性の改善と、開発における海洋⽣物多様性の寄与向上を⽬指す。
•14.b ⼩規模・伝統的漁業者に対する、漁業および市場へのアクセスを提供する。
•14.c 我々が望む未来のパラグラフ158にある通り、海洋および海洋資源保全・持続的利⽤のための法的枠組みを
規定する海洋法に関する国際連合条約 (UNCLOS)に反映されている国際法を実施することにより、海洋および海
洋資源保全・持続的利⽤を強化する。
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背景︓世界各国で展開する Blue Tech クラスター

世界各国で「海洋」をテーマにした産業クラスターが次々と設⽴

The BlueTech Cluster Alliance 加盟機関及びBlue Tech Week 2019 参加機関（TMA BlueTech 資料より）

Forum Oceano

TMA BlueTech

Oceans Advance

PLOCAN

Pole Mer Mediterranee

UK Blue Growth Network

GCE Ocean Technology

Pole Mer Bretagne Atlantique

MaOI

MIST

TMQ
Water Campus

Caribbean Blue Cluster

Washington Maritime Blue

Baja Maritime Cluster

Alaska Ocean Cluster
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幅広い Blue Economy の産業分野

１ 養殖・⽔産業（Aquaculture and Fishing）
２ 造船業（Boata & Shipbuilding)
３ 安全保障（Defence & Security）
４ マリンレジャー（Marine Recreation）
５ インフラ関連業（Ocean Instrumentation）
６ 港湾運送業（Ports & Maritime Transportation）
７ ロボット・海中艇製造業（Robotics & Submarines）
８ メガフロート（Vert Large Floating Platform）
９ バイオ医薬（Biomedicine）
10  海底ケーブル（Cables & Connectors）
11  淡⽔化事業（Desalination / Clean Water）
12  海洋エネルギー・資源（Ocean Energy & Minerals）
13  海洋関連科学（Oceanorgraphy & Marine Science)
14  専⾨的サービス（Professional Services）
15  情報通信（Telecommunications）
16  気象学（Weather & Climate Science）

（TMA BlueTech 資料より）

注⽬を集める「Blue Economy」と「Blue Tech」
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マリンオープンイノベーションプロジェクト
Marine Open Innovation Project

⽇本⼀⾼い富⼠⼭の麓に位置する静岡県は、⽇本⼀深い駿河湾をはじめ、相模灘、遠州灘、汽⽔
湖である浜名湖など特徴ある海洋環境に接する⻑い海岸線を有し、多様な海洋⽣物など豊かな資
源に恵まれている。

MaOI プロジェクト

海洋産業の振興と海洋環境の保全の世界的な拠点形成を⽬指す
Blue Economy

マリンバイオテクノロジーをはじめとする海洋先端技術の導⼊やイノベーションの促進などによ
り、持続可能性を踏まえて、その恵みを、より豊かな社会づくり、未来づくりに活かす



ＭａＯＩプロジェクトの基本理念

海の恵みといのちを イノベーションで 社会へ 未来へ

近年、量⼦⽣命科学や宇宙⽣物学など、⽣命の神秘や起源を探る新たな学問が次々と誕⽣している。21世
紀は「環境の世紀」であると同時に「⽣命（いのち）の世紀」でもある。その生命を生み育んできた母ともい
える海洋は、太古の昔から、様々な恩恵を⼈類にもたらしてきた。とりわけ、⻑く美しい海岸線を有し、駿
河湾、富⼠⼭、伊⾖半島という世界に誇る美しい⾃然環境を擁する静岡県に暮らす私たちは、⻑年にわたり
海と共⽣し、海からの恵みを享受してきた。豊穣なる海が“ふじのくに”の健やかな⽣活と豊かな⽂化を育ん
できたのである。

⼀⽅で、海洋資源問題や海洋プラスチックごみをはじめとした海洋汚染問題にみられるように、近年、海
はその様相を変えつつある。これまでと同じような恵みを享受し続けることが難しくなるのではないか、そ
んな懸念が⾼まっている。海で⼀体何が起きているのか、原因の解明が急務となっている。これまで海の恵
みを存分に受けてきた私たちは、海について理解を深め、海で生きる命を守っていかなければならない。そのため
には、テクノロジーが重要な要素となる。

今⽇、ＩＣＴ，ＡＩ，ロボティクス、バイオテクノロジーなど、科学技術の⾶躍的発展により、私たちは
未知なる海とその恵みについて、少しずつではあるが理解を深めつつある。最近では、海から得られる持続
可能な恵みによる経済効果を“Blue Economy”と呼び、⽶欧のみならず太平洋に浮かぶ国々などが注⽬して
いる。そしてBlue Economyを実現する多種多様なテクノロジーである“BlueTech”を活用し、「持続的海洋産業」とも
言い得る新たな産業の創生に取り組み始めているⅱ。

私たちは、この「⽣命（いのち）の世紀」において、ＭａＯＩ－ＰＡＲＣを「知」の拠点とし、母なる海とそこで生き
る命について研究し、BlueTech により多様な産業分野での新たな価値の創出と海洋環境・海洋資源の保全に結び
つける取組を行うことにより、海と人が共にある暮らしを未来につないでいく。

このことを、豊かな海の恵みに育まれたここ“ふじのくに”静岡の地において宣⾔する。



MaOIプロジェクトとは

令和２年度計画
広範な海洋関連産業分野をターゲットに新たな価値の創造、課題解決を目指す

イノベーション（新結合）

養殖・水産事業、食品、創薬・化粧品、造船、港湾施設等インフラ整備
・管理、AUV・ROV、海洋プラスチック対策、海洋エネルギー など

未知 既知
＜見える化＞

海洋先端技術 （マリンバイオテクノロジー、センサー、情報通信、研究成果 等）

（異業種連携、産学連携 等）

海・水の中が見えない → 海中・水中の様子を陸上で確認、海の変化を数値で把握
海中・水中のプラスチックごみ対策

水棲生物の持つ未知の価値 → 人の健康に有用な成分、「廃棄物」の持つ価値
水棲生物の成長要因 → 成長と育てる環境要因の関係をデータで分析
業界内の長年の課題 → 異業種からの「視点」が解決の糸口 など

例えば・・・



参考︓コーディネーターによる⽀援

利益 ＝ 売上 － 経費
◇原材料
←改良・代替

◇生産工程
←省力化・システム変更

◇労働力
←自動化・省力化

◇営業経費 等

先進技術やイノベーションの活用により、課題解決や新た
な価値の創造を支援

◇増産
←生産工程の改良

◇改良
←新たな「魅力」の付加

◇新規
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マリンオープンイノベーションプロジェクト 事業展開イメージ
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プロジェクトの推進役︓⼀般財団法⼈マリンオープンイノベーション機構

○令和元年７⽉１⽇、静岡県の全額出資により
⼀般財団法⼈マリンオープンイノベーション機構
（通称︓MaOI機構）設⽴

○理事⻑、研究所⻑、顧問、統括プロデューサーに
専⾨家を配した運営体制

〇実務は、専務理事兼事務局⻑と総務部⻑が統括

○主な業務︓海に関わる３つの活動
◇海洋研究の推進
＜PARC機能をを活⽤した研究・分析＞
＜他の研究機関、⼤学等との連携＞

◇Blue Economyの推進
＜MaOIフォーラムの運営＞
＜課題解決や新規事業化の⽀援＞
＜⼤学、研究機関等との連携＞

◇海に関わる⼈・団体の連携促進

○今後、研究員やコーディネーターの拡充などに
より、機構の体制をさらに強化

理事⻑

専務理事兼事務局⻑

総務部⻑

スタッフ

研究所⻑

統括プロデューサー

上席主幹研究員

コーディネーター

監事

総務部
事業部、研究部
コーディネーター

理事会
○ 10名 ○ 2名

ＭaOI機構

顧問

松永 是 (JAMSTEC理事⻑)

渡邉 眞⼀郎（常勤）

奥⼭昌宏
（常勤）

橋本 正洋
(東⼯⼤教授)

齋藤 禎⼀（常勤）

五條堀 孝
(KAUST特別栄誉教授)

若⼲名
（⾮常勤）

評議員会
○ 7名

ｱｼｽﾀﾝﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ
上原 匡輔（県派遣）
（他スタッフ2名）

加⼾久⽣（常勤）
（他⾮常勤4名）

（他研究部４名）



ＭaOIプロジェクトの拠点︓ＭaOI－PARC
（Marine Open Innovation Practical and Applied Research  Center）

令和元年度実績

令和２年度計画

○プロジェクトの中核拠点施設として、
静岡市清⽔区の清⽔港を臨む地に
⽴地する清⽔マリビル２階に、
「ＭaOI－PARC」を整備
（2020年11⽉26⽇ 開所）

MaOI-PARC ロゴマーク

MaOI-PARC が⼊居する「清⽔マリンビル」

⻘⾊のグラデーションで富⼠⼭の豊か
な⽔、駿河湾の海の深さをイメージし
「MaＯI－PARC」の未来感を表現。

○主な機能︓
◇共同ラボ
◇連携研究室（⼩・⼤）
◇交流スペース
◇データベース「BISHOP」
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プロジェクトの拠点施設ＭaOI－PARC（静岡市清⽔区）の施設概要

内装にメタリックな素材と県産材等の⽊の温もりを取り⼊れることにより「先端テクノロジー」と
「⾃然」の融合を表現

受付・機構執務室

共同ラボ コミュニティースペース

機構執務室
（研究部）連携研究室（⼩）

×4部屋



MaOI共同ラボについて



令和２年度計画

BISHOPとは、MaOI機構が中⼼となり、静岡県公設試験研究機関・⼤学等と連携し、駿河湾
等の海洋データや微⽣物情報等を集積したオープンデータプラットフォームです。これまで異
なる機関で独⾃に作成・管理されてきた海洋観測データを集約し、ワンストップ・サービスと
して再構築しました。
また、BISHOP独⾃の機能として、海洋微⽣物ライブラリーと、その菌株分譲があります。こ
れらの機能により、海洋資源の更なる活⽤促進を図ります。

⼯業技術
研究所

沼津⼯業技術
研究所

⽔産・海洋技術
研究所

農林技術
研究所

経済産業部畜産技術
研究所

企業・⼤学

研究データ
提供

研究データ
登録 (還元)

・海洋観測データ
・公共⽤⽔域⽔質データ
・海洋微⽣物ライブラリー / 菌株分譲
・養殖⿂の腸内細菌叢

市場へ

菌株分譲

データプラットフォーム

データソース

県公設試

⼤学

県環境部局 企業

B I S H O P

MaOI

BISHOPとは



ＭａＯＩフォーラムの運営

令和元年度実績
MaOIフォーラムの活動（令和元年度）○ ＭａＯＩ機構が事務局となり、⼤学研究機関、

⺠間事業者、産業⽀援機関､⾏政など多様な主体
が参画する会員ネットワーク組織「ＭａＯＩ
フォーラム」を、令和元年10⽉に設置

〇 主な事業
◇フォーラム会員を対象とした情報発信
◇コーディネーターによるＭａＯＩ関連事業⽀援
◇先進情報の共有とMaOIプロジェクト周知の
ため、MaOIセミナー等を開催

＜ＭａＯＩフォーラム概要＞現会員数︓１２１
＜⼀般会員（49）＞
MaOIプロジェクトに関⼼を持つ法⼈､団体及び個⼈
＜サポーター会員（7２）＞
国･関係機関､地⽅⾃治体､⼤学･研究機関 等

＜⼀般会員＞5万円/⼝
＜サポーター会員＞無料

「MaOIフォーラム」設置記念セミナー
（12/2 静岡市、12/11 沼津市、12/13 浜松市）

「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」キックオフイベント
＜静岡県・ＭａＯＩ機構共催＞（2/14 静岡市）

対

象

会
費

【2021年度開催状況】
◆第１回WEBセミナー ６⽉16⽇（⽔）
「⾷べて元気に︕今こそ⾷べたいマリンビタミン」
◆第２回WEBセミナー 10⽉６⽇（⽔）
「⽣物由来の医療⽤接着剤の開発」他

■第１回MaOIサロン 6⽉１⽇（⽕）
「国産サーモンの海⽔養殖種苗の育種を巡る
最新の状況」

◎第3回海洋プラスチック研究プロジェクトセミナー
（共催事業） ６⽉22⽇（⽕）
「海洋プラスチック問題についての政府の取組動向」
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MaOI機構の役割

BISHOP コーディネーター

県の試験研究機関と緊密に連携。県内外の大学、県内外の試験研究機関等とも協力・連携関係を構築

緊密に連携

◇駿河湾の海洋観測データ ほか

BISHOP

MaOI-PARC共同ラボ

〇ニーズ実現の伴走支援
◇海洋微生物ライブラリー

コーディネーター
データプラットフォーム

〇魚類などのDNA解析、ゲノム解読等や海洋微生物の分離培養・機能アッセイを実施

〇ゲノム科学、微生物学のエキスパートが技術支援や専門性の高いアドバイスを提供

・MaOI研究員、県公設試験研究機関、大学等との

〇企業ニーズに有意な情報の収集、提供

・各種助成事業申請支援・進捗支援 等

連携サポート
有用微生物の菌株情報を提供。菌株分譲も

バイオ研究の専門家やコーディネーターが、課題解決や新たな価値の創造を伴走支援

企業の皆様

御照会
御相談 訪問・ヒアリング

MaOIフォーラム
会員向け情報等
提供

御照会
御相談ワンストップ

サポートＭaＯI機構

乳酸菌や酵母をはじめとする海洋由来の

〇ラボ施設は有償で利用可能

新製品を開発したい
技術課題を解消した

い ⽣産効率を⾼めたい

新事業に取り組みた
い

◇駿河湾の海洋観測データ 等



令和元年度実績

技術⽀援 (共同ラボの利⽤)
問題解決へのアドバイス
御提案・菌株の提供 等

MaOI微⽣物
ライブラリー
（BISHOPチ
ーム）

県内企業等
(⾷品、発酵等)

新製品開発、技術相談

静岡県⽔産・海洋技術研究所
静岡県⼯業技術研究所
静岡県畜産技術研究所
静岡県農林技術研究所 等

協⼒依頼
専⾨性の⾼いアドバイス

開発サポート

有意な
情報

機構の提供サービス︓バイオ研究の専⾨家による事業⽀援

(コーディネーター経由、ご紹介、Web等)

＜連携して⽀援＞

ワンストップ



コーディネーターによる事業化⽀援

令和元年度実績

課題、新たな取組の意向等

◇フォーラム会員
◇新聞報道等掲載企業
◇関係機関からの御紹介等

（⾦融機関等）

マリンオープンイノベーションプロジェクト戦略推進委員会委員 等

（東京⼯業⼤学、早稲⽥⼤学、東京海洋⼤学、東京農⼯⼤学、海洋研究開発機構（JAMSTEC）、
⽔産研究・教育機構、理化学研究所等）

MaOI
コーディ
ネーター

県内企業
等

訪問・ヒアリング

⼤学
公設試験
研究機関

等

情報収集
相談

有意な情報の共有・事業化提案
有意な

情報

県内外の
企業等

静岡大学、静岡県立大学、東海大学、静岡理工科大学、県水産・海洋技術研究所、県工業技術研究所等

連携



MaOIプロジェクトにおける事業化⽀援制度
令和２年度計画バリューチェーンの各ステージをカバーする事業費助成の仕組みを構築

シーズ
創出研究

技術
開発 試作 検証 量産

上市

シーズ創出
研究業務委託

マリンオープンイノベーション
事業化促進事業費補助⾦

海洋技術開発
促進事業費補助⾦MaOI-FS

MaOI機構のコーディネーターが、⽀援希望者のプロジェクトの構築や申請準備、採択後の事業進捗をサポート



MaOI機構による事業活動⽀援の事例

「三保サーモン」生産支援

〇事業主体：日建リース工業㈱

〇事業概要：三保半島の地下海水を活用して
サーモンの陸上養殖を行う

〇支援概要：サーモン陸上養殖をより効率化

できるセンサーデバイスシステムの

技術開発等を支援

〇支援内容：海洋技術開発促進事業費助成

ベンチャー企業等とのマッチング

イベント等での情報発信支援 等

〇ここに注目：陸上養殖ノウハウの獲得・DX生産システムの構築

地産地消の取組（㈱ふかくら、㈱竹屋旅館、コロワイドG等）

水産物生産～販売のバリューチェーン構築＜魚活ボックス活用＞

事例１



MaOI機構による事業活動⽀援の事例

水中ドローン（ROV）ビジネス構築支援

〇事業主体：静岡商工会議所・㈱フルデプス
（堀谷㈱、大日工業㈱、㈱柿澤学園）

〇事業概要：ROVによる港湾施設管理検討
ROV利用促進スキームの検討

〇支援概要：官民連携支援

補助金申請支援

〇支援内容：地元企業とベンチャー企業のマッチング

清水港管理局等行政機関との連携支援

国土交通省次世代モビリティ実証実験

（ROVによる岸壁点検試験）申請支援等

〇ここに注目：「担い手（潜水士）不足」等に対応する新たな仕組みの提案

全国のリーディングモデルとなる可能性

清水にＲOV拠点（新たな産業クラスター）誕生の期待

事例２



MaOI機構による事業活動⽀援の事例

海洋微生物を活用した鯖ラーメン開発支援
〇事業主体：㈱岩清

〇支援概要：駿河湾由来の微生物を活用した

ラーメンエキスの開発・量産化支援

〇支援内容：MaOI助成金による支援

（マリンオープンイノベーション事業化促進事業補助金）

製品パッケージや販売促進に資する情報提供 等

〇ここに注目：地域のバイオ資源を活用した新製品の開発

ラーメンを食べたくても食べられない人向け商品の開発

広く海外を視野に置いた販売戦略

〇事業概要：海洋由来の微生物を活用した鯖内臓
発酵エキスを用いたスープと鯖を
練り込んだ麺により、ハラール対応
の新たなラーメンを製造、販売する

事例３



事例４ アカモク利活用支援

〇事業主体：㈱GOLDBLUE 他

〇事業概要：アカモク養殖

〇支援概要：製品開発・新たな販路開拓支援

〇支援内容：事業化促進事業費補助金助成

新たなECサイトとのマッチング

アカモクをテーマとした勉強会「ＭaＯIサロン」開催 等

〇ここに注目：未利用資源を活用した新たな地域特産品の開発

海洋由来の機能性成分を活用した商品開発

養殖ノウハウ共有による漁業事業者の多角化支援

＜ケース１＞

＜ケース２＞

〇事業主体：おいしい産業㈱

〇支援概要：情報共有・意見交換、上記勉強会開催 等

〇事業概要：駿河湾由来アカモクとマグロを
使用した高保湿化粧水の開発

MaOI機構による事業活動⽀援の事例



その他（例示）

☆海洋資源の調査・研究・公開

〇冷凍水産物加工機械の改良（異業種マッチングによる）

〇桜えび研究プロジェクト（SAKURA X等）事業費支援

〇船舶エンジンの脱炭素化に向けた勉強会開催

（シーズ創出研究業務委託）＜東海大学 / 静岡大学＞

☆業務の安全性、生産性向上に向けた取組

〇県水産・海洋技術研究所と連携した調査・研究

MaOI機構による事業活動⽀援の事例

〇藻場再生活動への支援（産・学・官連携による）

〇養殖現場での斃死原因探求（デジタルデバイスの設置、解析による）

☆脱炭素化、海洋環境改善に向けた取組

〇駿河湾由来微生物等の調査・解析・公開



「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」活動事例

サガラメを移植
した基盤

・ 磯焼けによる藻場の消滅が危惧される中、海の
⽣命を育む海藻の⼤切さを、地域の⼦供たちに
伝えるイベントを開催。

・ 海洋⽣分解性プラスチックの基盤に海藻サガラ
メの苗を植え付ける作業を親⼦で体験。

・ 海藻おしば協会の指導による「海藻おしば」づ
くりも実施。海藻おしば

ハガキ

○ 海の森づくり体験教室

○ 冊⼦「なぜ︖なに︖しずおか海の
なぞ」の発⾏

・静岡の海に関する
⼦供たちの疑問に
答える冊⼦を作成
し､会員等に配付。

○ パートナーの活動⽀援
・静岡の海に関わる各種活動を⾏う団体等
（パートナー）の取組をＨＰで紹介したり、
会員同⼠の連携を促進するオンライン交流
会を開催。



MaOI機構の「セールスポイント」

〇行政当局との距離が近いこと

〇実証フィールドとしての場の提供

⇔民間企業にとって行政はハードルが高い

⇔縦割・スピード感（投資回収）

⇒「横串を通すこと」が重要

⇔民間企業は「場」を探している

⇒情報発信が重要
⇒他に先んじて「拠点化」する第一歩
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Marine Open Innovation の将来像

2021年からの10年間は
「持続可能な開発のための国連海洋科学の10年」

駿河湾をはじめとする「静岡の海」に
Blue Tech の実証フィールドを形成し、
“ふじのくに”静岡県に Blue Economy の
世界的な拠点形成を⽬指します。


